
第
三
十
九
条
の
二
第
一
項

道
路
管
理
者
は

道
路
管
理
者
等
は

第
三
十
九
条
の
二
第
六
項

道
路
管
理
者
（
市
町
村
で
あ
る

道
路
管
理
者
を
除
く
。）

道
路
管
理
者
等
（
市
町
村
で

あ
る
道
路
管
理
者
を
除
く
。）

第
三
十
九
条
の
二
第
七
項

入
札
占
用
指
針

道
路
管
理
者
等
が
入
札
占
用

指
針

第
三
十
九
条
の
五
第
二
項

道
路
管
理
者
は
、

道
路
管
理
者
は
、
道
路
管
理

者
等
が

第
四
十
七
条
の
二
第
二
項

道
路
管
理
者
を
異
に
す
る
二
以

上
の
道
路
に
係
る
も
の
で
あ
る

と
き
（
国
土
交
通
省
令
で
定
め

る
場
合
を
除
く
。）は
、
同
項

第
四
十
八
条
の
十
九
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大

臣
が
維
持
又
は
災
害
復
旧
に

関
す
る
工
事
を
行
う
道
路
及

び
当
該
道
路
以
外
の
道
路
に

係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、

前
項

第
四
十
七
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項

の
道
路
管
理
者

の
道
路
管
理
者
又
は
国
土
交

通
大
臣

第
四
十
七
条
の
五
第
一
項

道
路
管
理
者
は
、
第
四
十
六
条

第
一
項

第
四
十
六
条
第
一
項

場
合
に
お
い
て
は

道
路
管
理
者
等
は

、
道
路
管
理
者

、
道
路
管
理
者
等

第
四
十
七
条
の
八
第
二
項

協
定
を

道
路
管
理
者
等
が
協
定
を

第
四
十
八
条
の
十
四
第
一
項

道
路
管
理
者
は
、

道
路
管
理
者
等
は
、
道
路
管

理
者
が

第
四
十
八
条
の
二
十
一
第
一
項
及
び
第
三

項

、
利
便
施
設
協
定
を

、
道
路
管
理
者
等
が
利
便
施

設
協
定
を

第
五
十
四
条
の
二
第
一
項

共
用
管
理
施
設
関
係
道
路
管
理

者

共
用
管
理
施
設
関
係
道
路
管

理
者
又
は
国
土
交
通
大
臣
及

び
他
の
道
路
の
道
路
管
理
者

平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報

第
四
条
の
二
第
一
項
第
一
号
中
「
第
十
五
号
ま
で
、
第
十
七
号
、
第
二
十
二
号
か
ら
第
二
十
四
号
ま
で
、
第
二
十

六
号
か
ら
第
三
十
号
ま
で
、
第
三
十
三
号
及
び
第
三
十
四
号
」
を
「
第
十
六
号
ま
で
、
第
十
八
号
、
第
二
十
三
号
か

ら
第
二
十
五
号
ま
で
、
第
二
十
七
号
か
ら
第
三
十
一
号
ま
で
、
第
三
十
四
号
及
び
第
三
十
五
号
」
に
改
め
、
同
項
第

五
号
中
「
第
十
五
号
」
を
「
第
十
六
号
」
に
改
め
、
同
項
第
十
号
中
「
第
四
十
八
条
の
二
十
第
一
項
」
を
「
第
四
十

八
条
の
二
十
三
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
十
一
号
中
「
第
四
十
八
条
の
二
十
二
第
一
項
」
を
「
第
四
十
八
条
の
二

十
五
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
十
二
号
中
「
第
四
十
八
条
の
二
十
三
」
を
「
第
四
十
八
条
の
二
十
六
」
に
改
め
、

同
項
第
十
三
号
中
「
第
四
十
八
条
の
二
十
四
」
を
「
第
四
十
八
条
の
二
十
七
」
に
改
め
、
同
項
第
十
四
号
た
だ
し
書

中
「
第
三
十
九
条
の
六
第
一
項
」
の
下
に
「
、
第
三
十
九
条
の
九
」
を
加
え
、
同
項
中
第
二
十
七
号
を
第
二
十
八
号

と
し
、
第
十
五
号
か
ら
第
二
十
六
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
十
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
五

法
第
七
十
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
必
要
な
報
告
を
さ
せ
、
又
は
そ
の
職
員
に
立
入
検
査
を
さ
せ

る
こ
と
。

第
四
条
の
二
第
二
項
た
だ
し
書
中
「
前
条
第
一
項
第
二
十
九
号
及
び
第
三
十
号
」
を
「
前
条
第
一
項
第
三
十
号
及

び
第
三
十
一
号
」
に
改
め
る
。

第
四
条
の
三
第
一
項
中
「
第
三
十
八
号
」
を
「
第
三
十
九
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
た
だ
し
書
中
「
第
四
条
第

一
項
第
二
十
九
号
及
び
第
三
十
号
」
を
「
第
四
条
第
一
項
第
三
十
号
及
び
第
三
十
一
号
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
四
号
中
「
第
四
十
八
条
の
十
八
第
三
項
」
を
「
第
四
十
八
条
の
二
十
一
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
五
条
の
二

法
第
四
十
八
条
の
十
九
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
道
路
管
理
者
に
代
わ
つ
て
行
う
権

限
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
の
う
ち
、
国
土
交
通
大
臣
が
道
路
管
理
者
と
協
議
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
国
土
交
通
大
臣
は
、
成
立
し
た
協
議
の
内
容
を
告
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
四
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
十
号
ま
で
、
第
三
十
二
号
か
ら
第
三
十
五
号
ま
で
及
び
第
三
十
七
号
か
ら

第
三
十
九
号
ま
で
に
掲
げ
る
権
限

二

第
四
条
の
二
第
一
項
第
二
号
、
第
四
号
及
び
第
十
三
号
に
掲
げ
る
権
限

三

法
第
九
十
五
条
の
二
第
一
項
（
法
第
四
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
の
通
行
を
禁
止
し
、
又
は
制
限

し
よ
う
と
す
る
と
き
並
び
に
法
第
九
十
五
条
の
二
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
道
路
の
交
差
部
分
及
び
そ
の
付
近

の
道
路
の
部
分
の
改
築
又
は
歩
行
安
全
改
築
を
行
お
う
と
す
る
と
き
に
係
る
部
分
を
除
く
。）の
規
定
に
よ
り
意

見
を
聴
き
、
又
は
通
知
し
、
及
び
同
条
第
二
項
（
法
第
四
十
八
条
の
二
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
自

動
車
専
用
道
路
の
指
定
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
及
び
法
第
四
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
自
動
車
専
用
道
路

の
通
行
を
禁
止
し
、
又
は
制
限
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
係
る
部
分
を
除
く
。）の
規
定
に
よ
り
協
議
し
、
又
は
通

知
す
る
こ
と
。

第
二
条
の
見
出
し
中
「
工
事
」
を
「
工
事
等
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

国
土
交
通
大
臣
は
、
次
に
掲
げ
る
工
事
等
（
工
事
又
は
維
持
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
行
お
う
と
す
る
場
合
に

お
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
道
路
の
路
線
名
、
工
事
等
の
区
間
、
工
事
の
種
類
及
び
工
事
等
の
開
始
の
日
を

告
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

法
第
十
二
条
本
文
の
規
定
に
よ
る
国
道
（
指
定
区
間
外
の
国
道
に
限
る
。）の
新
設
又
は
改
築
に
関
す
る
工
事

二

法
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
区
間
内
の
国
道
の
管
理
を
都
道
府
県
又
は
指
定
市
が
行
つ
て
い
る

区
間
に
係
る
法
第
十
二
条
本
文
の
規
定
に
よ
る
新
設
若
し
く
は
改
築
又
は
法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

修
繕
若
し
く
は
災
害
復
旧
に
関
す
る
工
事

三

法
第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
区
間
外
の
国
道
の
災
害
復
旧
に
関
す
る
工
事

四

法
第
十
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
道
又
は
市
町
村
道
を
構
成
す
る
施
設
又
は
工
作
物
の
改
築
又

は
修
繕
に
関
す
る
工
事

五

法
第
四
十
八
条
の
十
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
区
間
外
の
国
道
、
都
道
府
県
道
又
は
市
町
村
道
の
維
持

又
は
災
害
復
旧
に
関
す
る
工
事

第
二
条
第
二
項
中
「
工
事
」
を
「
工
事
等
」
に
、「
前
項
の
規
定
」
を
「
同
項
の
規
定
」
に
改
め
る
。

第
三
条
の
二
第
一
項
中
「
第
三
十
九
条
第
二
項
第
六
号
」
を
「
第
四
十
一
条
第
二
項
第
八
号
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
一
項
中
第
三
十
八
号
を
第
三
十
九
号
と
し
、
第
三
十
三
号
か
ら
第
三
十
七
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下

げ
、
同
項
第
三
十
二
号
中
「
第
七
十
二
条
の
二
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
二
項
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
三
十

三
号
と
し
、
同
項
中
第
三
十
一
号
を
第
三
十
二
号
と
し
、第
二
十
五
号
か
ら
第
三
十
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、

同
項
第
二
十
四
号
中
「
第
四
十
八
条
の
二
十
四
」
を
「
第
四
十
八
条
の
二
十
七
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
十
五

号
と
し
、
同
項
第
二
十
三
号
中
「
第
四
十
八
条
の
十
七
第
一
項
」
を
「
第
四
十
八
条
の
二
十
第
一
項
」
に
改
め
、
同

号
を
同
項
第
二
十
四
号
と
し
、
同
項
中
第
二
十
二
号
を
第
二
十
三
号
と
し
、
第
十
五
号
か
ら
第
二
十
一
号
ま
で
を
一

号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
第
十
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
五

法
第
三
十
九
条
の
九
（
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
必
要

な
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
。

第
四
条
第
二
項
中
「
工
事
開
始
」
を
「
工
事
の
開
始
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
前
項
第
二
十
九
号
及
び
第

三
十
号
」
を
「
前
項
第
三
十
号
及
び
第
三
十
一
号
」
に
改
め
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
は
、
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
工
事
等
の
開
始
の
日

か
ら
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
工
事
等
の
完
了
又
は
廃
止
の
日
ま
で
に
限
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
条
第
一
項
第
三
十
号
に
掲
げ
る
権
限
は
、
工
事
等
の
完
了
又
は
廃
止
の
日
後
に
お
い

て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
又
は
第
三
項
」
を
「
若
し
く
は
第
三
項
又
は
第
四
十
八
条
の
十
九
第
二
項
」
に
、「
第
四
十
八

条
の
十
七
第
一
項
」
を
「
第
四
十
八
条
の
二
十
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中「
第
四
十
八
条
の
十
七
第
一
項
」

を
「
第
四
十
八
条
の
二
十
第
一
項
」
に
、「
第
四
十
八
条
の
二
十
第
一
項
」
を
「
第
四
十
八
条
の
二
十
三
第
一
項
」に
、

「
第
四
十
八
条
の
二
十
二
第
三
項
」
を
「
第
四
十
八
条
の
二
十
五
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
又
は
第
三
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